
背景・目的

雲の厚さと星の観測精度について
横浜サイエンスフロンティア高等学校 2年 西尾 優里

天体の観測において、天候条件は観測結果
に影響を及ぼす
→上空の雲が観測に及ぼす影響を数値的に
調べることでより正確な観測ができるので
はないかと考えた

雲の厚さの増加に対して観測される等級は二次
関数的に変化する
雲が薄い場合は短い光の散乱が起こるが、雲が
厚くなるにつれて光の吸収による影響を強く受
けるようになり、相対的に光の散乱による影響
が小さくなる

モデル実験
ドライアイスで雲を生成し、LEDを光源と
してSQM-Lで等級を3回測定
→平均値を計測結果とした

結論

研究手法 結果・考察
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・等級は雲の厚さに対して二次関数的に
増加
・10cmのとき、青の の値が他の色よ
り小さく、吸収係数が大きくなっている
といえる。また15cmのとき、赤の の
値が他の色のおよそ半分程に小さく、吸
収係数は大きくなっているといえる

→雲が薄い場合は短い光の散乱が起こる
が、雲が厚くなるにつれて光の吸収によ
る影響を強く受けるようになり、相対的
に光の散乱による影響が小さくなる

また観測精度の変化に影響を及ぼすものと
して以下の物理量を変化させた
①雲の厚さ：0cm,10cm15cm
光が通過する際に散乱しやすくなり、比例
して計測される等級は大きくなる

②光の波長：白、赤、緑、青
波長が短い(青に近い)方が屈折率が高いため、
計測される等級が大きくなる
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図1 実験装置の模式図

図2 実際に用いた実験装置

図3 雲の厚さと面輝度の関係、近似した二次関数の式
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